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詩人的に人間は住む
－ハイデガーにおける詩作と空間一一
山本英輔
く詩人的に人間は住む＞というのは，「優しき蒼天のもと…」で始まる，ヘルダーリンの
後期の詩に由来する一句である1．その前後を含めると，＜功績にみちているが，しかし，
詩人的に人間はこの大地の上に住む>(VoHVerdienst>dochdichterischwohnet/Der
Menscha㎡dieserErde)というふうに歌われている。ハイデガー はこの句を幾度も引用す
る。この言葉は，ハイデガーの後期思想において，人間の本来的な在り方を表示するもの
と考えられる。言うまでもなく，ここには「詩人的・詩作的」と「住む」とが結びついて
おり,彼の後期思想のエッセンスが凝縮されているようにも思えるが,しかしその内容は，
そう理解しやすいものではない。この言葉について側柵を深めることは，それ自体ハイデ
ガー研究にとって意義があると同時に，ハイデガーの空間論・場所論という問題系におい
ても重要性がある2。というのも，ハイデガーがこの言葉を主題的に取り上げて詳しく論究
するのは,ハイデガーの空間論で最も重要となる,1951年のダルムシュタットでの講演｢建
てること，住むこと，思索すること」のわずか二か月後に行われた講演「…詩人的に人間
は住む…｣においてであるからである｡『講演論文集』(1954年)に収められている両講演は，
内容的にも極めて密接なのである。
本稿の根本の問いは,｢詩人的に住む｣というはどういうことなのか,というものである。
このフレーズは，それだけ聞けば，なにか世捨て人のように詩を吟じながら生きることを
連想させるものかもしれない。だがもちろん，そのような連想だけで，ヘルダーリンの詩
とハイデガーの思索を理解することはできない。「詩人」「詩作」というものが何であり，
「住む」ということがどのようなことであるのかが明らかにされなければならないし，ま
たここから一体，私たちにどのような思想が示され，その可能性や難しさは何であるかが
追究されなければならない｡本稿では,これらの根本の問いへの解明を試みるなかで,「詩」
と「現実｣，あるいは「詩の空間」と「現実の生きられる空間」とのかかわりがどうなって
おり，またどうなるべきかについても，問い進めようと思う。
1．
考察に立ち入る前に，ハイデガーの思索におけるヘルダーリンの位置づけと，詩につい
てのハイデガーの考えをごく簡単に砺認しておきたい。また合わせて，1951年の講演以前
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になされたこの詩についての彼の角鍬も瞥見しておこう。
言うまでもなく，後期ハイデガーにおいてヘルダーリンの詩は，存在の思索を進める上
での極めて重要なモティーフであった。彼にとって，ヘルダーリンはどこまでも対話者で
あって，乗り越えるべき対決的思想家ではない。『哲学への寄与」(1936-38年)では，「哲学
の歴史的使命はヘルダーリンの言葉を聞く耳を作り出す必要性を認識することに極まる」
(GA65,422)と言われる。ハイデガー は,数多いる詩人のなかでも，ヘルダー リンを特別視
する。「ヘルダーリンの詩作は,詩作をとりたてて詩作するという詩人的使命によって担わ
れている」(GA4,34)。「ヘルダーリンは我々にとって或る際立った意味で詩人の詩人」
(ibid.)であり，「詩人について詩作する」(ibid.)者である。さらに，ヘルダー リンは存
在の歴史の転換に重要なヒントを与える詩人とみなされる｡｢ヘルダーリンは詩作の本質を
新たに樹立することによって，はじめて，或る新しい時代を規定する。それは，飛び去り
し神々 と来たるべき神々 との時代である。それは乏しき時代である〔…]｣(GA4,47)。ハ
イデガーは西洋の形而上学の歴史を「存在忘却」の歴史として捉えるわけであるが，ヘル
ダーリンの詩作はその動向とその歴史の転回を思索する上での導きとなるというふうに位
置づけるのである。
ハイデガーが詩作について述べることは様々あるが，差し当たって，ここで押さえてお
きたいのは，「詩作は語を用いた存在の樹立(Stiftung)である」(GA4,41)ということで
ある。「樹立」するとは，「企投」にA39,164,214,220)することではあるが，詩人による
無からの創造であるとか，任意の仮構ではなく，存在に呼応してなされる，存在の言謡上
にほかならない｡それゆえ,｢詩作とは存在(Seyn)そのものの根本生起である」(GA39,257)
とも語られる。またそうであるからこそ，「真の詩人の言葉は,いつでも詩人自身の考えや
表象を越えて詩作する」(GA52"6f.)と述べられるのである。
存在を樹立することが詩作の本質であれば，たんに韻律や形式に従えば詩ができるわけ
ではない。「言語それ自身が最も根源的な詩｣(GA39,217)であり，「詩作自身がはじめて言
葉を可能にする」のであり，詩作は｢歴史的民族の根源的言葉」(GA4,43)であるという，
常識を逆転させるような考えが主張される。このような言葉への省察が，詩（これはヘル
ダーリンの詩にかぎられるのではないが)を読む作業と一体となって展開されるのである。
さて，冒頭で述べたように，＜詩人的に人間は住む＞という詩句は，ハイデガーが折々
に触れるものである。1951年の講演以前にハイデガーが行っていた角鍬について，その主
だったもの見てみよう。
1兜4/35年の冬学期講義『ヘルダー リンの讃歌「ゲルマー ニエン」と「ライン｣』は，彼
の本格的なヘルダーリン角鍬のはじまりとなるものである。そこでは，「人間が大地の上に
住むこと」が「人間の本来的現一存在」(GA39,36)と言い換えられている。また，「詩人
的」ということは，自分の生活を飾る「仕方(fagon)」ではなく，「存在に晒されてあるこ
と(AusgeseiztheitdemSeyn)」であり，「人間の歴史的現存在の根本生起」(ibid.)を意
味するとされる。そして，「歴史的なものとしての人間の現一存在は,詩作の対話のうちに
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この講義の翌1943年の論文「回想」でも，く詩人的に人間は住む＞が引用される。ここ
では詩人の卓越した先行的性格が述べられている。「《詩人的なもの》そのものを初めて示
し,《詩人的なもの》を住むことの根拠として根拠づける詩人たちが存在しなければならな
い。この根拠づけのために，これら詩人自身たちがまずもって思索しつつ住まなければな
らない」(GA4,89)。「詩人が詩作しつつ住むことは,人間が詩人的に住むことに先行する」
(GA4,91)。このように「詩人的に住む」と言う場合，詩人とその他の人間が区別され，
詩人の先行性が強調される。もちろん，この詩人の先行性は，ここではじめて言われるも
のではなく，すでに1934/35年の冬学期講義以来,神々 と人間との中間的存在である「半
神」として詩人が位置づけられていることからしても，示唆されていたことではある。
以上，1951年以前に語られるものを拾い出してみたが，「ヘルダーリンと詩作の本質」
を除けば，いずれも挿入的に引用され文脈に応じて角鍬されていると言ってよい。あえて
重要な点を纏めるとすれば,＜詩人的に住む＞とは,人間がなす功績･文化と対照される，
人間の本来的な在り方のことであり,存在を樹立し,神々と物の本質を名指すことである。
これを，非故郷的なものへの旅立ちと故郷的なものへの帰郷をなす詩人が率先して示し，
このことが詩人以外の人間が住むことに先行する。こう纏めることができるであろう。
2．
それでは，1951年の講演「…詩人的に人間は住む…」を詳しく検討してみよう。冒頭で
述べたように，この講演は，これまでの講義や論文と異なり，「優しき蒼天のもと…」で始
まる詩そのものを－－全体の逐識鍬ではないが－主題としたものであり，く詩人的に
人間は住む＞という言葉の前後の詩句の角鍬を含めた論考となっている。
通常の見方からすれば，「住むこと」と「詩人」「詩作」とは結びつきそうにないように
見える。講演当時，（西ドイツでは）住宅不足が切迫した問題となっていた。想像だけを行
う詩作が，はたして「住むこと」とどう関係するの力もこのような訂しさを確認したうえ
で，ハイデガー は「住むことの通常の表象を放棄する」(GA7,192)必要があるとする。
彼によれば,ヘルダーリンがこの詩で｢住む」ことについての語るのは，「人間の現存在
の根本動向を注視(schauen)｣(GA7>193)してのことである。謙勺なものも，住むことの
飾りや付けたしにすぎないものではない(ibid.)。詩作することは，「住むことをはじめて
或る住むことであらせる」(ibid.)のであり，それは「本来的な住まわせること(das
eigen出cheWohnenlassen)｣(ibid.)である。しかし,我々 が住むことに到達するのは，「建
てることによって」(ibid.)であり，「詩作するとは，住まわせることとして，或る建てる
ことなのである」(ilid.)。これを明らかにするのがハイデガー のねらいである。求められ
ていることは，人間の「実存」(ilid.)を住むことの本質から思索することであり，詩作の
本質を,住まわせるという，際立った｢建てること」として思索することだと言う(ibid.)｡
だがそれにしても，詩人的に住むことは，想像的に，現実を飛び越えることではないの
力も一般にはそう捉えられるであろう。しかし，大地を飛ひ越えるのではなく，「詩作する
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ことは，人間をはじめて大地の上へ，大地へともたらし，そのようにして人間を住むこと
の内へもたらす」(GA7>1%)のだと言う。それはどのようにして力もハイデガーは，主
題とするヘルダーリンの詩を読み解きながらそのことを考えようとする。ヘルダーリンは
こう歌う。
く苦労ばかりの人生であるなら，人間は天空を仰ぎ見て(aufschauen),私もまたこうあ
りたい，と言っても許されるの力も＞
ハイデガーは，ここにある「天空を仰ぎ見る」から，天空と大地の間を測るということ
を読み込むb「仰ぎ見ることは，天空と大地の間を測り通す(du'℃hmessen)。この間は人
間の住むことに害'lり当てられる(zugemessen)｣(GA7,198)。筆者の角歌をはさめば，こ
のことは次のように理解できるであろう。仰ぎ見るというのは，大地と天空との本質的関
係に基づく。大地の上にいる人間にとって，天空は仰ぎ見るしかないものであり，はるか
に人間を凌駕し，閏似Lたものである。ただし，天空と大地の間を測ると言っても，数量的
に計測するわけではない。（私たちは｢測る」ことを数量的計測としてどうしても理解して
しまうところがあるので注意しなければならない｡）それは,大地の上にあって天空の下に
ある人間の在処を，害'|り当てられたものとして言わば了解することであると解すべきであ
ろう。
ここからハイデガー は「次元(Dimension)」という語を持ち出すb「我々 は，天空と大
地の間がそれによって開かれるところの，割り当てられた測り通すことを，今，次元と呼
ぶ｣(ibid.)。「次元｣は通常の表象された空間の広がりではない｡あらゆる空間的なものが，
明け渡されたものとして，それらの側で，すでに次元を必要とすると言う(GA7,1")。
この言い方から，「次元」と空間的なものとの関連性が逆に指摘できるのであるが，しかし
次元の本質は，天空と大地の「間の割り当て」であり，それは「明け開かれそのように測
り通されうる」(ibid.)とされる。ハイデガーは「次元」についてその本質は「名づけない
でおく」(ibid.)と言って，詳しく述べることはしない。だが「次元」は，天空と大地の間
という開けという意味と同時に，その間が開かれ，割り当てられるという動的な事態を意
味しているように思われる3．
ハイデガーはさらに言う。「ヘルダーリンの言葉にしたがえば,人間は,天空的なものに
即しておのれを測ること(messen)によって，次元を測り通す(durchmeSsen)のである」
(ibid.)と。ということは，人間は，大地の上に存在するものであるから，大地の上で生
じる物事でおのれを測るのではなく，人間を遥かに凌駕している天空と言わば対照してお
のれを測るのであり，そのようにしてはじめて間としての次元を測り通すのである。そし
てまた，測り通すことで人間の本来的な存在,すなわち，住むことが可能となる。「人間が
おのれの住むことをそのような仕方で測一定(ver-messen)するかぎりでのみ，人間はおの
れの本質にしたがって存在することができる。人間の住むことは，そこへと天空も大地も
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属するところの次元を，仰ぎ見つつ測定することに基づく」(ibid.)。ハイデガーは，この
測るという営みこそが詩作することなのだと考えるのである｡｢詩作するとは測ることであ
る」(GA7>2M)。「詩作することにおいて，尺度の受け取りが生起する」(ibid.)。
尺度の受け取りは,すでに明らかなように,人間の在り方に大きくかかわることであり，
ここで人間の本質が思索されることになる｡｢詩作するとは,語の厳密な意味で了解された，
尺度-を受け取ること(MaB-Nahme)であり，それによって人間ははじめておのれの本質
の広がりにとっての尺度を受け入れるのである。人間は死すべき者として本質活動する
(wesen)のである」(ibid.傍点引用者)。「死すべき者」という，「ブレー メン講演」(1949
年）などでよく知られる，後期ハイデガーにおける人間存在の規定が，ここでも開陳され
てある。「死ぬことができる」とは「死を死として能くする」ことを意味する(ibid.)。人
間はこの大地に留まるかぎりのみ，そして住むかぎりのみ，死ぬのである。住むとは，死
を死として能くすることであり，死すべき者として大地の上に住むことである。「人間の住
むことは，詩人的なものに基づく。ヘルダーリンは，《詩人的なもの》の本質を，尺度を‐
受け取ることに看取する。この尺度を‐受け取ることを通して，人間の本質を測定するこ
とが遂行される」(ibid.)。つまり，言ってよければ，詩作および尺度は，死すべき者とし
ての人間の自己鋤県ないしは自己省察につながるものと考えられるのである。
3．
だが，それにしても，この「尺度(Maf)」とは何のことなのであろう力もここで「尺
度」が語られるのは，ヘルダーリンの詩にこの言葉が出てくるからであるが，尺度に関す
る論述は複雑であり,難解である｡この尺度をめぐる思索がこの講演の著しい特徴であり，
最大のポイントであると言っても過言ではない｡ヘルダーリンの詩では，「神」が語られて
いるところから，まず「神」が「尺度」として角鍬される。
＜人間は神性でもっておのれを測っても不幸になるのではない｡神は知られていないの血
神は天空のように顕わになりうる力も＞
「神性(dieGottheit)」は「それでもって，人間がおのれを測るところのものである」
(ibid.)(ここは「人間がおのれをそれと比べるところのもの」と訳してもよい)。しかし
ながら「神は知られておらず，それでいて尺度なのである」(GA7>201)。「知られていない
ままにとどまる神は，彼が彼であるものとしておのれを示すことによって，知られてない
ままにとどまるものとして現れるにちがいない」(ibid.)。それだから，「神の顕現」はどこ
までも「秘密に満ちている」(ibid.)。では，知られていない神がどのように「露呈
(Enthmen)｣(ibid.)されるの力もそれは，天空によってだとハイデガー は解する。「尺
度は，知られていないままでいる神がこの神として天空によって開示されうるその仕方に
存している」(ibid.)。「知られていなし神が，知られていないものとして，天空の開示可能
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性によって現われる。この現われることが，人間がそれに即しておのれを計る尺度なので
ある」(ibid.)。このように，神が知られていないものとして現れるのは，天空の開示可能
性に基づいていると言うのである。そこから進めて，「天空」が「尺度」であると語られる
のである。
「詩作が受け取る尺度は，不可視的なものがそこでおのれの本質を大切にするところの異
質なものとして，天空の光景の馴染みなもののうちへおのれを贈る。それゆえ，尺度は天
空の本質様式をもっている。だが天空はまったくの明るさではない。その高みの輝きは，
それ自身,すべてを守蔵する天空の広がりの暗さである｡天空,その優しき蒼天の青さは，
深みの色である。天空の輝きは，すべての告知しうるものを守蔵する薄明りが発しては没
することである。この天空が尺度なのである｡」(GA7j205傍点引用者）
こうして天空が尺度であると，発言はスライドする。ヘルダーリンの詩においても「神
は天空のように…」と多義性をもっていて，概念整理が一義的にできるものではないが，
しかしここでハイデガーが捉えたいのは,尺度が現れと隠れという力動的構造,W.マルク
スの表現を借りれば「アレーテイアー構造｣4をもつことであり，それがおそらく重要な点
であろう。そして，天空は神が住むところであり，神にしても天空にしても，それらは明
らかに人間と大地とに対立的に向き合うものである。
さて，ヘルダーリンは，＜大地の上に尺度はあるの力もそれはない。＞と歌っている。
地上に尺度はないのはなぜなの力もハイデガーの理由づけは次の一文である。
「我々が《大地の上で》ということで名指しているものが存立するのは，人間が大地に住
みつき(Ir-wohnt),住むことのうちで大地を大地として存在させるかぎりにおいてであ
る｡」(ibid.)
あまりにも簡潔すぎて分かりにくいのであるが，パラフレーズするとこうなろう。大地
の上で人間が為したり作ったりするものは，大地を大地として存在させるものではなく，
それらはいかに功績と見なされようとも尺度にはなりえない。天空にこそ尺度があるので
あり，その尺度を詩人は受け取るというわけである5。「住むことが生起するのは，詩作が
出来し本質活動するときにのみであり，しかもその本質活動を我々がいま予感しているよ
うな仕方において，つまりすべての測ることの尺度を受け取ることとして，詩作が出来し
本質活動するときにのみである」にA7>205f.)。「謝乍するとは，住むことの次元を本来的
に見積もることとして，原初的な建てること(daSanfanghcheBauen)である。詩作する
ことは，人間が住むことをはじめてその本質のなかに入れる。詩作するとは，根源的な住
まわせること(dasurspriinghcheWohnenlassen)である」(GA7,206)。こうして，「詩作
すること」と「住むこと｣，そして「建てること」が繋がるというのである。言うまでもな
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く，この「建てる」とは，建造物を建築することではない。以前の用語で言えば，言葉に
よって「樹立する」ことであり，存在の真理の言言割上であろう。詩作することは，住むこ
との次元を見て取り，天空の尺度を受けることで，大地の上に死すべき者として存在する
という人間本質の理解を，人間たちに示すことなのである。
とはいえ，詩人的に住むという在り方は，今日の私たちの在り方とははるかにかけ離れ
ており，異質であるように思える｡ハイデガーは,もちろんそのことを分かっており，「我々
は詩人的に住んでいるの力もおそらく我々は徹底的にｦ儲人的に住んでいる」(ibid.)と述
べる｡それでは詩人へルダーリンの言葉は偽りかと言うと,そうではなく，｢詩人の言葉は，
最も不気味な仕方で確証される」(ibid.)と言ってはばからない。「というのも，住むとい
うことがｦ扁寺人的でありうるのは，本質的に詩人的であるからである。人間が盲目的であ
りうるためには，人間はその本質にしたがって見る者でありつづけなければならない」
(ibid.)。「詩作することは，人間的な住むことの根本能力である」にA7,207)と。これら
はいささ力強弁のように聞こえるのであるが，『存在と時間」の本来的実存と同様,今日の
人間の存在様態とは別の人間の存在様態を，ヘリダーリンの詩の識阜から，またこれまで
のハイデガー自身の思索に基づいて，提示しているのである。今日の人間の存在様態とは
異質であるからこそ，それは，技御寺代の人間の存在様式，すなわち，自らと比べるもの
を持たなくなってしまった人間の姿を照らし出すことになるのである6．
さて，以上のような議論のなかで，あらためて，空間にかかわる「次元」という問題事
象に着目してみたい｡彼の語る「次元｣は荘漠とした広がりではなく，天空と大地という，
人間が住む最も基礎的な開けであり，その開けが開けかつ割り当てられる働きのことであ
る｡天空を仰ぎ見る時,人間はその圧倒的な隔たりを知るとともに,それを近づけている。
さらに同時に，現れないものとしての神の「現われ」を感じ取る。だが「次元」とは結局
のところ，ヘルダーリンの詩という作品によって私たちに示される，いわば詩的空間のこ
とではないか7.詩人は詩作されるものを言葉にしてはじめて詩人であるのだから，詩人的
に住むことは詩的作品と無関係であるはずはない。ハイデガーは，別のテクストにおいて
であるが，詩作は「我々がまだ存していないところの，現存在の或る処(Ort)を樹立し
根拠づける」(GA39,113)と述べている。さらに言えば，詩人と非詩人とのかかわりは，
作品を介してであり，そのかかわりとは，作品世界とｦ儲人の世界とのかかわりであると
も考えられる。そこで最後に，詩の空間と現実の空間との関係について一考してみようと
思う8。
4．
この問題を論じるにあたって，本稿では，フッサールの弟子で受容美学に影響を与えた
ローマン・インガルデンの「文学的芸術作品』（1兜1年）の議論のいくつかに触れてみた
い。それは，ハイデガーの思索から提起される上記の問題について，その間口を広げて問
い進めるためである。
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詩人的に人間は住む
インガルデンは，文学的作品の本質構造を，いくつかの層（声音形象の層，意義統一の
層，図式化された象面の層，呈示された対象像の層）から組成された形像として分析して
捉える。文学的作品はポリフォニックな性格をもつというのが彼の基本的な洞察である。
重厚で綿密な論述が展開される「文学的芸術作品』は，今もって読むに値する重要な著作
であるように思われる。
このなかで，まず興味深いのは，インガルデンが文学的作品の文を疑似判断文として捉
える点である。文学的作品でなされる文は疑似判断文であるが，これは通常の判断文のよ
うに客観的事態との一致を求めない。かといって，実在の幻影を喚起できるがゆえに純粋
な陳述文でもない。「疑似判脈勺主張文は一つの暗示力(suggestiveKraft)をもち，これ
があるがためにわれわれは，読書のさい虚構の世界へと沈潜して，非現実的なれども現実
とみえる独得の世界に生きることが可能になる」9。
また，文学的作品における空間を「呈示される空間」として分析しているところも注目
したい。インガルデンによれば，「呈示される空間」は，文学作品によって呈示される世界
に本質的に属しており，構造的には実在的空間に近い。しかし実在的空間と異なり，未規
定箇所(例えばA地方からB地方へと読者を移し入れた場合,その中間の空間は未規定で
ある）をもつ。インガノレデンは，「呈示される空間」が，表象与件がそこに現われるところ
の媒体としての「表象空間」と異なることを特に力説している。作品によって「呈示され
る空間」は，単なる直観像が内面において成立する場とは異なるというのである。こうし
た議論は極めて示唆的であるのだが,ただし,インガルデンの言う「呈示される空間｣は，
小説をモデルにして分析されており，ヘルダーリンの詩において捉えられる天空と大地の
間，ハイデガーの言う「次元」と単純に同一視することはできないであろう。
本稿でさらに取り上げたいのは，文学的作品が示す「形而上学的品質(metaphysische
Qualitaten)」である｡文学的作品はそれを読む者に,まるで恩寵のように,思いもかけず，
人生や存在に深い意味と呼ぶべきものを示すことがある｡｢そのような品質を減説すること
によって，われわれの心眼には存在の深さと根抵が，ハイデガーの言うように，「露呈する
(sichenthmen)」が，この深さと根抵に対してふつうわれわれは盲目であり，日常生活
ではほとんど気づいてもいない」’0。「文学的芸術作品は形而上学的品質の啓示によってそ
の頂点に達するのである」’'・インガルデンはこの形而上学的品質をきわめて重視してい
る。「文学的作品は真の驚異である。それは実存し，生き，われわれに作用する」’2．それ
は「われわれの生を拡げ，低迷せる日常的存在をこえてこれを高め，これに神々しい輝き
を与える」’3。もちろん，私たちはあらゆる読書においてこうした経験をするわけではな
いが，こうした経験をフィクションとしての文学的作品においてなしうるというのは，否
定することができないし，また確かにそれは驚異というべき性格であろう。
では，ハイデガーによるヘルダーリンの詩の力鍬に戻って，詩が実在的世界の叙述では
ないとされる点にあらためて注目しよう。ハイデガーによれば，詩人は天空と大地の単な
る現われを「記述する」のではない(GA7,204)。詩人は「おのれを露呈するものにおい
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てまさにおのれを秘匿するものを現れさせ，しかもおのれを秘匿するものとして現れさせ
るものを，天空の光景へと呼ぶ(rufen)｣(ibid.)。つまり，「詩人I"||染みの現われへと異
質的なものを呼ぶ」(ibid.)のである。この「呼ぶ」という働きに，言葉のもつ本質的な力
を認めることができるであろう。その力は私たちに何らかの「像」を呈示する。
ハイデガー は，「像(Bnd)の本質」とは「あるもの見えるようにさせる」(ibid.)こと
であると言う。そして，本来的な像は，不可視的なものを光景として見えるようさせる，
すなわち，不可視的なものをそれとは異質的なものへとeinbndenする。その意味で，「詩
人的な諸像は，ある際立った意味での想一像(EinFBildmlgen)である」(ibid.)と言うの
である。（これはハイデガーによる「想像」という語の改造である｡）それゆえ，想像は，
単なるファンタジーや幻想ではなく，｢異質的なものを馴染みのものの光景のうちへ見えう
るように包含すること」(GA7,205)にほかならない。こうして，「像を詩作的に語ること
は，天空の現われの明るさと響きを，異質的なものの暗がりと沈黙と一緒に，一つのもの
に集約する(versammeln)。そのような光景を通して神が異質的なものとなる。異質的な
ものとなることにおいて，神はその絶え間ない近さを告知する」(ibid.)と述べられる。私
たちは，こうしたハイデガーの言説が先に見たインガルデンの思想とゆるやかな形で呼応
していることを認めることができるであろう。
詩の言葉とそれによる像全体は，現実の世界に力強く食い込んでくる。そして，現実の
世界を生動的にさせるのである。私たちに「呼びかけてくる」詩の言葉は，存在の経験と
しての言葉である。そのような言葉によって，私たちの日常的な現実は詩となる。ここに
おいて，詩の空間と現実の空間との重ね合せが起こっている'4。しかし同時に，両者は異
なるものとしても捉えなければならないだろう。なぜなら，両者を混同することは，一種
の陶酔ないしは耽溺状態に陥ることになるであろうからである。むしろ，それらの間を行
きつ戻りつの運動をすることではじめて，詩というものは，現実を言わば帆批判ぃする機
能をもつのではない力も「詩人的に住む」は,功績を求めることに熱中する技州寺代の人間
の在り方を冷却するものでなければならない｡つまり,ハイデガーの言い回しを用いれば，
「人間を大地へともたらす」ものでなければならない。ハイデガーにとって，「詩人的に住
む」という，このフレーズは，見かけと異なって，人間のヒュブリス（制曼）を打ち砕き，
自己反省を強く求める言葉なのである。そうであれば，詩人ならざる者（ｦ蔚人）の態度
も，ある種の努力の営みをもつものとして重要となることが明らかとなる。
ハイデガーは次のように述べる。「我々詩人でない者にとって,詩作されたものが詩的な
ものになりうるのは，我々がその詩作する言葉を思索することによってのみである」
(GA52,12)。「思索は，ほとんど一緒に詩作すること(Mitdichten)なのである」(GA52,
5)。
こうしてみると，＜詩人的に人間は住む＞というのは，天空と大地の「間」を「間」と
して生きるだけでなく，詩的空間と現実空間の「間」を生きることにほかならず，という
ことは，現実空間は，知覚のもつ「奥行」とは別の意味で，謝勺空間という「奥行」をも
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